
(57)【要約】

【課題】液中ロールを回転駆動させうるロール表面手入

れ方法および装置を提供する。

【解決手段】ブラシロール７を被清掃ロール１表面に押

し当てて所定の速度で回転させることを特徴とするロー

ル表面手入れ方法である。ブラシロールは被清掃ロール

の稼働回転方向（矢示方向１０）と逆の方向（矢示方向

１１）に回転させることが好ましい。このロール表面手

入れ方法は、被清掃ロール表面に当接させて配置したブ

ラシロールと、該ブラシロールを回転駆動する駆動手段

とを有するロール表面手入れ装置により実施できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ブ ラ シ ロ ー ル を 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 に 押 し 当 て て 所 定 の 速 度 で 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ブ ラ シ ロ ー ル を 前 記 被 清 掃 ロ ー ル の 稼 働 回 転 方 向 と 逆 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
被 清 掃 ロ ー ル 表 面 に 当 接 さ せ て 配 置 し た ブ ラ シ ロ ー ル と 、 該 ブ ラ シ ロ ー ル を 回 転 駆 動 す る
駆 動 手 段 と を 有 す る ロ ー ル 表 面 手 入 れ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 お よ び 装 置 に 関 し 、 と く に 液 中 ロ ー ル の 回 転 駆 動 お よ び
表 面 清 掃 を 有 利 に 行 い う る ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
液 中 ロ ー ル は 、 例 え ば 冷 延 鋼 板 に 洗 浄 な ど の 処 理 を 連 続 的 に 施 す 槽 の 中 に 設 置 さ れ 、 ロ ー
ル 本 体 は 液 中 に 浸 漬 さ れ る 。 そ の ロ ー ル 本 体 を 駆 動 、 　 回 転 さ せ る た め に は 、 例 え ば 図 ２
に 示 す よ う に 、 軸 受 ８ を 設 け 、 液 中 ロ ー ル １ と 減 速 機 ５ 、 電 動 機 ６ な ど と 連 結 し な け れ ば
な ら な い 。 ロ ー ル 本 体 は 液 中 に 浸 漬 さ れ る の で 、 ロ ー ル 軸 を 槽 外 に 貫 通 せ し め 、 前 記 電 動
機 な ど の 装 置 を 槽 外 に 設 置 す る 。 当 然 、 こ の 貫 通 部 分 に は 液 シ ー ル 装 置 ４ が 必 要 と な る 。
こ の よ う に 、 液 中 ロ ー ル は 通 常 大 気 中 に 設 置 さ れ る ロ ー ル に 比 し て 、 　 自 ず か ら 構 造 が 複
雑 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 冷 延 鋼 板 で は 表 面 の 疵 の 有 無 が 商 品 価 値 を 左 右 す る た め 、 疵 の 原 因 に な る 異 物 を ロ
ー ル 表 面 に 付 着 残 留 さ せ な い よ う に す る 対 策 が と ら れ て い る 。 か か る 対 策 と し て 、 粘 着 ロ
ー ル や ド ク タ ー ナ イ フ を ロ ー ル 表 面 に 押 し 当 て て 異 物 を 除 去 す る 方 法 が 一 般 的 に 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ な ど 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ６ ９ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ６ １ ６ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 技 術 は い ず れ も ロ ー ル 表 面 に 粘 着 ロ ー ル な ど を 押 付 け る 方 法 で あ る
た め 、 押 付 け ら れ た 側 の ロ ー ル の 回 転 力 を 弱 め る 欠 点 を 有 し て い る 。 ま た 、 前 述 の と お り
、 液 中 ロ ー ル で は 装 置 が 自 ず か ら 複 雑 に な る こ と か ら 、 ロ ー ル 表 面 手 入 れ 装 置 を 設 置 す る
こ と は ま す ま す 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
よ っ て 、 液 中 ロ ー ル に お い て は 、 （ １ ） 　 よ り シ ン プ ル な 装 置 構 成 に よ る ロ ー ル 回 転 駆 動
機 構 を 提 供 す る こ と 、 お よ び （ ２ ） 　 シ ン プ ル な ロ ー ル 表 面 清 掃 機 構 を 提 供 す る こ と が 重
要 な 課 題 と な る 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 液 中 ロ ー ル を 回 転 駆 動 さ せ う る ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 お よ び 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 ブ ラ シ ロ ー ル を 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 に 押 し 当 て て 所 定 の 速 度 で 回 転 さ せ る こ と を
特 徴 と す る ロ ー ル 表 面 手 入 れ 方 法 で あ る 。 前 記 ブ ラ シ ロ ー ル は 前 記 被 清 掃 ロ ー ル の 稼 働 回
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転 方 向 と 逆 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 本 発 明 は 、 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 に 当 接 さ せ て 配 置 し た ブ ラ シ ロ ー ル と 、 該 ブ ラ シ ロ ー
ル を 回 転 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を 有 す る ロ ー ル 表 面 手 入 れ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 ブ ラ シ ロ ー ル が 、 当 接 部 （ 押 し 当 て 部 ） を 介 し て 被 清 掃 ロ ー ル に 回 転 力 を 与
え 、 こ の 回 転 力 に よ り 付 勢 さ れ た 被 清 掃 ロ ー ル の 回 転 に つ れ て 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 全 周 を 順
次 掃 い て そ こ に 付 着 し て い た 異 物 を 除 去 す る か ら 、 被 清 掃 ロ ー ル の ロ ー ル 軸 端 に 直 接 ト ル
ク を か け る 駆 動 部 （ 減 速 機 、 電 動 機 な ど ） を も た せ る こ と は 不 要 と な っ て 、 液 中 ロ ー ル の
欠 点 で あ っ た 駆 動 部 の 複 雑 化 を 回 避 で き 、 容 易 に 液 中 ロ ー ル の 清 掃 機 能 と 回 転 駆 動 力 と を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
例 え ば 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 液 中 ロ ー ル 駆 動 方 式 の 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 ス ト リ ッ プ ２
を 処 理 液 に て 連 続 処 理 す る 槽 （ ＝ ス ト リ ッ プ 通 板 浸 漬 槽 ） 内 に 水 平 に 配 置 さ れ 、 槽 外 の ロ
ー ル 軸 端 に は 駆 動 部 を も た な い 液 中 ロ ー ル １ を 被 清 掃 ロ ー ル と し 、 こ れ に ブ ラ シ ロ ー ル ７
を 押 し 当 て （ 適 宜 の 押 付 け 力 で 当 接 さ せ ） な が ら 矢 示 方 向 １ １ に 回 転 さ せ て い る 状 態 を 示
し て い る 。 ブ ラ シ ロ ー ル ７ と の 当 接 部 を 介 し て 回 転 力 が 液 中 ロ ー ル １ に 伝 達 さ れ 、 液 中 ロ
ー ル １ は 矢 示 方 向 １ ０ に 回 転 す る 。 こ の 回 転 の 周 速 は 、 伝 達 ロ ス が あ る た め 、 ブ ラ シ ロ ー
ル ７ の 周 速 よ り も 小 さ い か ら 、 こ の 回 転 に 伴 っ て 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 全 周 の 各 部 位 は 順 々 に
ブ ラ シ ロ ー ル ７ で 掃 か れ て い き 、 被 清 掃 ロ ー ル 表 面 付 着 し て い た 異 物 が 有 効 に 除 去 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の た め 、 図 ２ に 示 し た よ う な 液 中 ロ ー ル 軸 端 に 直 接 ト ル ク を か け る 減 速 機 ５ お よ び 電 動
機 ６ な ど か ら な る 駆 動 部 （ 以 下 、 液 中 ロ ー ル 軸 端 駆 動 装 置 と い う 。 ） を 設 け る こ と は 不 要
で あ る 。 そ の 代 わ り 、 ブ ラ シ ロ ー ル ７ を 回 転 駆 動 す る ブ ラ シ ロ ー ル 駆 動 手 段 （ 図 示 省 略 ）
を 槽 外 に 設 け る 必 要 が あ る が 、 ブ ラ シ ロ ー ル ７ は 液 中 ロ ー ル １ に 比 し て 格 段 に 軽 量 か つ 小
径 の も の で よ い の で 、 ブ ラ シ ロ ー ル 駆 動 手 段 は 液 中 ロ ー ル 軸 端 駆 動 装 置 に 比 べ て 格 段 に 小
規 模 か つ 簡 素 に 構 成 で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ ロ ー ル 軸 端 を 槽 隔 壁 ３ に 貫 通 さ せ る に 必 要 な 液
シ ー ル 装 置 （ 図 示 省 略 ） も 比 較 的 簡 素 に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 ス ト リ ッ プ 通 板 浸 漬 槽 を 有 す る 連 続 処 理 ラ イ ン の 操 業 中 は 、 液 中 ロ ー ル １ に 被 処 理 材
で あ る ス ト リ ッ プ （ 冷 延 鋼 板 ） ２ が 巻 回 さ れ 、 所 定 の ラ イ ン ス ピ ー ド で 矢 示 方 向 ９ に 通 板
さ れ る 。 ブ ラ シ ロ ー ル 駆 動 手 段 は 、 電 動 機 で 構 成 で き る が 、 こ の 電 動 機 は 、 ス ト リ ッ プ ２
の 通 板 ス ピ ー ド （ ラ イ ン ス ピ ー ド ） に 応 じ て 回 転 数 を 変 更 す る 自 動 回 転 数 制 御 方 式 （ こ の
制 御 方 式 自 体 は 周 知 で あ る 。 ） に よ り 制 御 可 能 な 仕 様 の も の が 好 ま し い 。 ブ ラ シ ロ ー ル の
回 転 速 度 は 、 ス ト リ ッ プ ２ の ス リ ッ プ 防 止 の た め 、 該 ブ ラ シ ロ ー ル を 押 し 当 て ら れ た 液 中
ロ ー ル の ロ ー ル 周 速 が ラ イ ン ス ピ ー ド に で き る だ け 近 づ く よ う に 、 制 御 さ れ る こ と が 好 ま
し く 、 か か る 制 御 を 行 う に は 、 上 記 し た 自 動 回 転 数 制 御 方 式 に よ り 制 御 可 能 な 仕 様 の 電 動
機 が 最 適 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
液 中 ロ ー ル １ の 稼 働 回 転 方 向 と は 、 通 板 方 向 （ 矢 示 方 向 ９ ） に 順 ず る 矢 示 方 向 １ ０ で あ る
。 ブ ラ シ ロ ー ル ７ の 回 転 方 向 は 、 液 中 ロ ー ル １ の 稼 働 時 （ ス ト リ ッ プ 通 板 時 ） に は 、 ス ト
リ ッ プ ２ の ス リ ッ プ 防 止 の た め 、 液 中 ロ ー ル １ の 稼 働 回 転 方 向 （ 矢 示 方 向 １ ０ ） と 逆 の 方
向 （ 矢 示 方 向 １ １ ） に す る の が よ い 。 た だ し 、 液 中 ロ ー ル １ の 非 稼 働 時 （ ス ト リ ッ プ 非 通
板 時 ） に ブ ラ シ ロ ー ル ７ を 回 転 さ せ て 液 中 ロ ー ル １ 表 面 に 付 着 し た 異 物 を 除 去 す る 場 合 は
、 こ の 限 り で な く 、 矢 示 方 向 １ １ と 逆 の 方 向 に ブ ラ シ ロ ー ル ７ を 回 転 さ せ て も か ま わ な い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
ブ ラ シ ロ ー ル ７ を 液 中 ロ ー ル １ に 押 し 当 て る に は 、 ス プ リ ン グ あ る い は エ ア シ リ ン ダ な ど
で 構 成 さ れ る 押 付 け 機 構 を 用 い て も よ い が 、 装 置 が 複 雑 化 す る 憂 い が あ る 。 装 置 簡 素 化 の
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た め に は 、 液 中 ロ ー ル １ 表 面 に 作 用 さ せ る 所 要 の 押 付 け 力 が ブ ラ シ ロ ー ル ７ の 自 重 か ら 得
ら れ る と こ ろ の 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う な 、 液 中 ロ ー ル 上 部 周 方 向 位 置 に ブ ラ シ ロ ー ル ７
を 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 】
ス テ ン レ ス 冷 延 鋼 板 の 光 輝 焼 鈍 （ Ｂ Ａ ） ラ イ ン の 電 解 脱 脂 槽 内 で 用 い ら れ る 液 中 ロ ー ル （
外 径 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ ） に 対 し 、 図 １ に 示 し た 形 態 で 本 発 明 を 実 施 し た 。 こ こ で は 、 液 中 ロ ー
ル の ロ ー ル 軸 端 に 直 接 ト ル ク を か け る 液 中 ロ ー ル 軸 端 駆 動 装 置 は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ブ ラ シ ロ ー ル は 、 普 通 鋼 製 ロ ー ル 軸 芯 に ナ イ ロ ン 糸 （ 径 ０ ． ７ ｍ ｍ 　 φ ） を 約 １ ０ ０ 　 本
／ ｃ ｍ ２ の 本 数 密 度 で 植 設 し 、 外 径 １ ０ ０ ｍ ｍ 　 に 形 成 さ れ た 。 ブ ラ シ ロ ー ル の 自 重 は 約
８ ０ ｋ ｇ で あ り 、 こ の 自 重 の 約 ５ ０ ％ が 液 中 ロ ー ル 表 面 に 垂 直 な 押 付 け 力 と し て 作 用 す る
よ う な 液 中 ロ ー ル 上 部 周 方 向 位 置 に ブ ラ シ ロ ー ル を 配 置 す る こ と で 、 別 段 の 押 付 け 装 置 を
設 け ず に 、 所 要 の 押 圧 力 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ブ ラ シ ロ ー ル の 回 転 駆 動 は 、 液 シ ー ル 装 置 を 介 し て 槽 隔 壁 を 貫 通 さ せ て 槽 外 に 突 出 さ せ た
ブ ラ シ ロ ー ル 軸 端 を 、 自 動 回 転 数 制 御 方 式 に て 回 転 数 制 御 可 能 な 電 動 機 で 回 転 さ せ る こ と
に よ り 実 行 さ れ た 。 ブ ラ シ ロ ー ル の 回 転 数 は 、 通 板 操 業 時 、 自 動 回 転 数 制 御 方 式 に よ り ラ
イ ン ス ピ ー ド の 増 減 に 応 じ て ２ ０ ０ 　 ～ ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 内 で 増 減 す る よ う に 制 御 さ れ
、 ブ ラ シ ロ ー ル の 回 転 方 向 は 、 液 中 ロ ー ル の 稼 働 回 転 方 向 に 順 ず る 方 向 と さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ の 結 果 、 液 中 ロ ー ル は 不 具 合 な く 順 調 に 回 転 を 続 け 、 電 解 脱 脂 後 の ス テ ン レ ス 冷 延 鋼 板
に は 、 液 中 ロ ー ル 表 面 付 着 異 物 に 起 因 し た 表 面 疵 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 液 中 ロ ー ル の 回 転 駆 動 機 構 の 簡 素 化 と ロ ー ル 表 面 付 着 異 物 の 有 効 除 去 と
を 同 時 に 達 成 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 液 中 ロ ー ル 駆 動 方 式 の 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 液 中 ロ ー ル 駆 動 方 式 の 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 液 中 ロ ー ル （ 被 清 掃 ロ ー ル ）
２ 　 ス ト リ ッ プ （ 冷 延 鋼 板 ）
３ 　 槽 の 隔 壁
４ 　 液 シ ー ル 装 置
５ 　 減 速 機
６ 　 電 動 機
７ 　 ブ ラ シ ロ ー ル
８ 　 軸 受
９ 、 １ ０ 、 １ １ 　 矢 示 方 向
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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